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１．横浜市立大学整形外科専門研修プログラムについて    

  

横浜市立大学は、市民が心から頼れる病院として、高度でかつ安全な医療を市民

に提供するとともに、質の高い医療人を育成することを理念・使命としています。整形

外科学としてこの理念・使命を達成するために整形外科医として必要な臨床能力お

よび運動器疾患全般に関する基本的・応用的・実践能力を修得する必要があり

ます。整形外科専門医は、運動器に関する科学的知識と高い社会的倫理観を備

え、さらに、日々進歩する医学の新しい知識と技術を修得し、運動器に関わる

疾患の病態を正しく把握し、高い臨床能力を有することが求められます。わが

国は超高齢社会となり、このような医療情勢において、高齢者の生活の質の維

持向上、精神的・内科的併発症を予防するべく、整形外科医の果たす役割は

益々高まっています。整形外科専門医は運動器を総合的に管理することが求め

られ、保存療法および外科的治療ならびにリハビリテーション治療などを実行

できる能力を備え、また、骨折などの外傷、スポーツ障害、脊椎疾患、関節リ

ウマチなどの炎症性関節疾患、変形性関節症などの退行性変性疾患など多岐に

わたる運動器疾患に関する良質かつ安全な医療を提供する使命があります。 

横浜市立大学整形外科学教室は初代水町四郎教授により昭和24年（1949年）開

講し、すでに開講70年をこえる神奈川県内でも最も伝統ある教室の一つです。第2代

教授は土屋弘吉先生、第3代教授は腰野富久先生、第4代教授は齋藤知行先生であ

り、2018年10月からは第5代目教授稲葉裕先生が教室を主宰しています。神奈川県

の整形外科診療の中心となることはもとより、教育ならびに研究にも力を注ぎ、総勢

200名以上の医局員が日々研鑽を積んでおります。 

 横浜市立大学整形外科専門研修プログラムにおいては指導医が専攻医の教

育・指導にあたりますが、専攻医自身も自己研鑽し自己の技量を高めると共に、

積極的に臨床・研究等に関わり整形外科医療の向上に貢献することが期待され

ます。整形外科の研修で経験すべき疾患・病態は、運動器官を形成するすべての

組織の疾病、外傷、変性疾患です。また全ての年齢層が対象となり、その内容は

多様です。この多様な疾患に対する専門技能を習得するために、本研修プログラ

ムでは１ヶ月の研修を 1単位とする単位制をとります。全カリキュラムを脊椎、

上肢・手、下肢、外傷、リウマチ、リハビリテーション、スポーツ、地域医療、

小児、腫瘍の 10の研修領域に分割し、基幹施設および連携施設をローテーショ

ンすることで、それぞれの領域で定められた単位数以上を修得し、3年 9ヵ月で

45単位を修得するプロセスで研修を行います。 

当研修プログラムでは原則として 1 年目から 4 年目の間に基幹施設である横

浜市立大学附属病院で半年〜1年間の研修を行います。横浜市立大学附属病院に

おける研修では、それぞれ専門診療班に所属して研修することでサブスペシャ

リティに対する専門性の高い研修を受けると同時に、基礎研究・臨床研究に対す

る関わりを持つことができます。専門研修連携施設は神奈川県内全域に及ぶ、27
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病院で構成されています。症例数、手術数の多い、各地域の基幹病院を多く含んで

おり、どの病院で研修しても高い研修効果を得ることができます。 

整形外科専門研修プログラムにおいて必要とされる症例数は、年間新患数が

500 例、年間手術症例が 40 例と定められておりますが、基幹施設および連携施

設全体において年間新患数 52,000 名以上、年間手術件数 24,000 件以上の豊富

な症例数を有する本研修プログラムでは必要症例数をはるかに上回る症例を経

験することが可能です。また横浜市立大学整形外科同門談話会への参加および

同会での発表、外部の学会での発表と論文執筆（研修期間中１編以上）を行うこ

とによって、各専門領域における臨床研究に深く関わりを持つことができます。

本研修プログラム修了後に、大学院への進学やサブスペシャリティ領域の研修

を開始する準備が整えられます。 
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表 1: 2019年度における新患数、手術数 

 

   注) Ⅱ型プログラムの新患数、手術数を除く 

 

施設名称 新患数 
 

手術数 

脊椎 上肢・手 下肢 外傷 リウマチ スポーツ 小児 腫瘍 計 

横浜市立大学附属病院 1086 140 30 345 50 17 10 4 170 766 

横浜市立大学附属市民総合医療センター 0 0 0 25 0 0 2 0 0 27 

横浜南共済病院 3658 316 35 367 324 5 349 23 6 1425 

平塚共済病院 251 116 326 90 750 11 3 0 34 1446 

相模原協同病院 500 100 100 200 300 1 50 9 3 763 

横浜市立市民病院 957 58 75 165 369 4 65 17 23 776 

小田原市立病院 1886 132 236 538 395 2 48 21 15 1387 

藤沢市民病院 946 123 62 167 678 20 0 114 37 1201 

横浜医療センター 116 200 30 150 350 9 9 39 30 935 

横須賀共済病院 100 130 50 50 346 2 5 5 18 1122 

大和市立病院 2056 17 69 32 300 0 16 1 11 446 

横須賀市立うわまち病院 1772 106 30 104 423 5 6 11 6 691 

茅ヶ崎市立病院 3770 82 47 96 584 0 20 0 22 851 

関東労災病院 7198 482 410 522 524 3 0 38 37 2016 

済生会横浜市南部病院 1544 196 26 220 258 0 21 13 116 850 

神奈川県立こども医療センター 1244 0 0 0 0 0 0 264 0 264 

保土ヶ谷中央病院 2206  14 151 282 332 5 0 0 7 473 

足柄上病院 4009 32 110 123 320 2 0 24 10 621 

横浜掖済会病院 984 119 127 110 146 0 0 5 16 523 

脳卒中・神経脊椎センター 1411 366 0 87 7 0 0 0 0 460 

横須賀市立市民病院 708 1 0 753 102 2 0 0 0 858 

熱海病院 636 12 28 50 110 0 6 0 7 213 

新百合ヶ丘総合病院 1657 0 242 150 276 0 70 14 11 763 

神奈川リハビリテーション病院 166 1 0 5 13 1 0 0 0 20 

神奈川県立がんセンター 384 0 0 0 0 0 0 0 384 384 

聖路加国際病院 3101 103 190 225 333 3 269 11 5 1139 

練馬光が丘病院 940 0 21 81 234 0 33 0 1 370 

藤沢湘南台病院 4264 133 245 614 90 0 428 0 3 1513 

さいわい鶴見病院 3000 356 68 502 209 5 156 0 11 1307 

磯子中央病院 2418 356 64 28 602 0 24 9 11 1094 

 52968 3691 2772 6081 8425 97 1590 622 994 24704 
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２．横浜市立大学整形外科専門研修の特徴 

 本研修プログラムでは、基幹施設および連携施設全体において脊椎外科、関

節外科、スポーツ医学、手外科、外傷、関節リウマチ、腫瘍、小児などの専門

性の高い診療を早くから経験することで、整形外科専門医取得後のサブスペシ

ャリティ領域の研修へと継続していくことができます。基幹施設である横浜市

立大学医学部附属病院における研修では、サブスペシャリティに対する専門性

の高い研修に加えて、大学院大学の側面を活かし、その後の大学院進学に備え

た臨床研究および基礎研究への深い関わりを持つことができます。 

 

 

① 横浜市立大学附属病院整形外科 

医療技術が目まぐるしく進歩し、高度に専門化されていく今日において、横浜市立

大学附属病院整形外科は大学病院として診療・教育・研究という 3 つの大きな役割

を担っています。横浜市立大学附属病院整形外科は、脊椎、膝関節、股関節・小

児、腫瘍、スポーツ・上肢、リウマチの診療班からなります。大学における研

修では、それぞれの診療班に所属して研修することでサブスペシャリティに対

する専門性の高い研修を受けると同時に、研究カンファランス、論文抄読会を

通じて基礎研究・臨床研究に対する関わりを深く持つことができます。 

 

 

術前カンファランス：予定手術症例についてのカンファランスを全スタッフで

行います。手術適応の是非と手術方法の正当性について慎重な討議を重ねま

す。主治医や担当クリニックの意見のみでなく、他のクリニックからの質問や

意見を受け入れることで偏りのない方針を検討することができます。様々な領

域での最新の知見、手術法について学ぶことができる大切な機会です。 

 

研究カンファランス：各クリニックや大学院生が行っている研究についての計

画や成果を報告する場です。複数の観点から客観的な評価を行い、よりよい研

究成果を導くことを目指します。直近の学会発表における予演会も兼ねてお

り、学会発表の基本について学べる貴重な機会です。 
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表2：横浜市立大学整形外科週間予定（共通） 

  月 火 水 木 金 

朝 
術前カンファ 研究カンファ 術後カンファ     

   抄読会     

午後 
教授回診       

         

 

表3：横浜市立大学整形外科週間予定（診療班ごと） 

  月 火 水 木 金 

脊椎 外来 病棟 手術 
外来・病棟 手術 

筋電図 検査 

膝 手術 外来 病棟 病棟 病棟 

股関節・小児 病棟 手術 外来 病棟 病棟 

腫瘍 手術 病棟 手術 外来 病棟 

スポーツ・上肢 手術 外来 病棟 
外来 

病棟 
手術 

リウマチ 手術 病棟 
病棟 病棟 

外来 
RA 合同カンファ 筋電図 

 

② 専門研修連携施設 

 本専門研修プログラムでは、大型総合病院として横浜市立大学附属市民総合

医療センター、横浜市立市民病院、横浜南共済病院があり、各分野の最先端治

療を行う高度専門領域研修病院として、神奈川県立こども医療センター、神奈

川県立がんセンター、神奈川リハビリテーション病院、横浜市立脳血管医療セ

ンターがあります。地域医療研修病院として横浜医療センター、平塚共済病

院、相模原協同病院、小田原市立病院、藤沢市民病院、横須賀共済病院、関東

労災病院、南部病院、横須賀市立市民病院、横須賀市立うわまち病院、茅ヶ崎

市立病院、新百合ヶ丘総合病院、聖路加国際病院、藤沢湘南台病院、国際医療

福祉熱海病院大和市立病院、横浜保土ヶ谷中央病院、足柄上病院、横浜掖済会

病院、練馬光が丘病院、さいわい鶴見病院、磯子中央病院と多くの連携施設が

入っています。 

 大型総合病院では外傷に対する研修に加えて、専門性の高い研修を受けるこ

とができます。一方、高度専門領域研修病院として、神奈川県立がんセンター

では骨軟部腫瘍、神奈川県立こども医療センターでは小児整形、神奈川リハビ

リテーション病院ではリハビリテーション、横浜市立脳血管センターでは脊
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椎、に特化したサブスペシャリティに対する専門性の高い研修を受けることが

できます。また地域医療研修病院では地域医療の拠点として、地域医療ならび

に外傷に対する研修を幅広く受けることができます。いずれの連携施設も豊富

な症例数を有しており、高い研修効果が得られます。また執刀した症例は原則

として主治医として担当することで、医師としての責任感や、患者やメディカ

ルスタッフなどと良好な信頼関係を構築する能力も育んでいきます。 

 

③ 研修コースの具体例 

 本専門研修コースの具体例として別表のごとく、横浜市立大学病院整形外科

の専門研修施設群の各施設の特徴に基づいたコースの例を示しています。原則

として1年目から4年目の間に基幹施設である横浜市立大学附属病院で半年-1年

間の研修を行います。流動単位の5単位については、必須単位取得後にさらな

る経験が必要と考えられる分野や、将来希望するサブスペシャリティ分野を重

点的に研修することが可能です。 
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横浜市立大学 
附属病院 

大型総合 
病院 

神奈川県立こども医療センター 
神奈川県立がんセンター 
神奈川リハビリテーション病院 
横浜市立脳卒中・神経脊椎センター 
 

大型総合病院 

横浜市立大学附属市民総合医療センター 
横浜市立市民病院 
横浜南共済病院 
 
 

南部病院 

新百合ヶ丘総合病院 

横須賀市立うわまち病院 

横須賀市立市民病院 

茅ヶ崎市立病院 

聖路加国際病院 

藤沢湘南台病院 

国際医療福祉大学熱海病院 

大和市立病院 

横浜保土ヶ谷中央病院 

足柄上病院 

さいわい鶴見病院 

磯子中央病院 

横浜掖済会病院 
練馬光が丘病院 

横浜市立大学附属病院整形外科 

専門研修プログラム 

地域医療 
研修病院 

地域医療研修病院 

高度専門領域研修病院 

高度専門領域 
研修病院 

横浜医療センター 

平塚共済病院 

相模原協同病院 

小田原市立病院 

藤沢市民病院 

横須賀共済病院 

関東労災病院 
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表 4：4年間のローテーション例 

 

  1 年目 2 年目 3 年目 4 年目 

Pro 1 大学 地域医療研修病院 地域医療研修病院 大型総合病院 

Pro 2 大学 大型総合病院 地域医療研修病院 地域医療研修病院 

Pro 3 大学/大型総合病院 地域医療研修病院 大型総合病院 地域医療研修病院 

Pro 4 大学/大型総合病院 地域医療研修病院 地域医療研修病院 大型総合病院 

Pro 5 大学/大型総合病院 大型総合病院 地域医療研修病院 地域医療研修病院 

Pro 6 大学/大型総合病院 地域医療研修病院 大型総合病院 地域医療研修病院 

Pro 7 大型総合病院 大学/大型総合病院 大型総合病院 地域医療研修病院 

Pro 8 大型総合病院 大学/大型総合病院 地域医療研修病院 地域医療研修病院 

Pro 9 大型総合病院 大学 地域医療研修病院 地域医療研修病院 

Pro 10 大型総合病院 大学/大型総合病院 地域医療研修病院 大型総合病院 

Pro 11 大型総合病院 大学/大型総合病院 大型総合病院 地域医療研修病院 

Pro 12 大型総合病院 大型総合病院 大学 地域医療研修病院 

Pro 13 地域医療研修病院 地域医療研修病院 大学/大型総合病院 大型総合病院 

Pro 14 地域医療研修病院 大型総合病院 大学/大型総合病院 地域医療研修病院 

Pro 15 地域医療研修病院 地域医療研修病院 大学/大型総合病院 大型総合病院 

 

 

表5：横浜市立大学附属病院(大学)と大型総合病院のローテーション例 

 

 4月 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

Pro 1 脊椎 (附属病院) 関節外科 (市民総合医療センター) 

Pro 2 膝 (附属病院) 脊椎外科 (市民総合医療センター) 

Pro 3 股関節・小児 (附属病院) 

Pro 4 関節外科 (市民総合医療センター) 腫瘍 (附属病院) 

Pro 5 救命救急 (市民総合医療センター) スポーツ・上肢 (附属病院) 
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表6：専攻医別取得単位例 

 

  Pro 1 Pro 2 Pro 3 

  1 年目 2 年目 3 年目 4 年目 修了時 1 年目 2 年目 3 年目 4 年目 修了時 1 年目 2 年目 3 年目 4 年目 修了時 

1. 脊椎 6 単位   4 2   6     6   6 6       6 

2. 上肢・手 6 単位   3 2 1 6       6 6     2 4 6 

3. 下肢 6 単位 6       6 6       6   2 2 2 6 

4. 外傷 6 単位   2 2 2 6     3 3 6   3 3   6 

5. リウマチ 3 単位     3   3 2 1     3 2 1     3 

6. スポーツ 3 単位     3   3   3     3       3 3 

7. 小児 2 単位 2       2 2       2 2       2 

8. 腫瘍 2 単位 2       2 2       2     2   2 

9. リハビリ 3 単位   3     3   3     3       3 3 

10. 地域医療 3 単位       3 3       3 3     3   3 

流動 5 単位  2     3 5   2 3   5 2 3     5 

合計 12 12 12 9 45 12 9 12 12 45 12 9 12 12 45 

 

３．横浜市立大学整形外科専門研修の目標 

① 専門研修後の成果 

 プログラムを修了した専攻医は、運動器に関する科学的知識と高い社会的倫

理観を備え、さらに、進歩する医学の新しい知識と技能を修得できるような幅広

い基本的な臨床能力が身についた整形外科専門医となることができます。専攻

医は研修期間中に(i)患者や医療関係者とのコミュニケーション能力 (ii)診療

記録の適確な記載 (iii)医の倫理、医療安全等への配慮 (iv)基礎医学・臨床医

学の知識や技術の修得 (v)後輩医師への教育・指導 についても習得できます。 

   

② 到達目標 

１）専門知識・技能 

専攻医は整形外科研修カリキュラムに沿って研修し、整形外科専門医として、

運動器に関する科学的知識と高い社会的倫理観を培います。運動器に関する幅

広い基本的な専門技能を身につけます。 

 

２）学問的姿勢 

臨床的な疑問点を解明する意欲を持ち、その解答を科学的に導き出し、論理的

に正しくまとめる能力を修得できることを目標としています。 

学術活動として、横浜市立大学整形外科同門談話会への参加および同会での

発表、外部の学会での発表、論文作成（１編以上）を行います。 
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３）医師としての倫理性、社会性など 

  

③ 経験目標 

１）経験すべき疾患・病態 

基幹施設である横浜市立大学附属病院整形外科では脊椎外科、関節外科、腫瘍

外科と十分な症例数があり、基幹施設と連携施設での切れ目ない研修で経験す

べき疾患・病態は十分に経験することが出来ます。また地域医療研修病院におい

ては地域医療から様々な疾患に対する技能を経験することが出来ます。 

 

２）経験すべき診察・検査等 

整形外科研修カリキュラムに明示した経験すべき診察・検査等の行動目標に

沿って研修します。尚、年次毎の到達目標は専門技能習得の年次毎の到達目標に

示してあります。 

 

３） 経験すべき手術・処置等 

整形外科専門研修カリキュラムに明示した一般目標及び行動目標に沿って研

修します。経験すべき手術・処置等の行動目標に沿って研修します。 

本専門研修プログラムの基幹施設である横浜市立大学附属病院整形外科では、

研修中に必要な手術・処置の修了要件を満たすのに十分な症例を経験すること

ができます。症例を十分に経験した上で、上述したそれぞれの連携施設において、

施設での特徴を生かした症例や技能を広くより専門的に学ぶことができます。 

 

４）地域医療の経験 

 整形外科専門研修カリキュラムの中にある地域医療の項目に沿って周辺の医

療施設との病診連携の実際を経験します。 

 

５）学術活動 

 研修期間中に日本整形外科学会が主催又は認定する教育研修会を受講し、所

定の手続きにより 30単位を修得します。また、年 1回以上の学会発表、筆頭著

者として研修期間中 1編以上の論文を作成します。 

 横浜市立大学整形外科同門談話会が主催するセミナーに参加することにより、

多領域にわたる最新知識の講義を受けることができます。横浜市立大学整形外

科同門談話会への参加、さらに同会での研究発表を行うことにより、臨床研究に

対する考え方を習得することができ、また学会発表に対する訓練を積むことが

できます。 
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４．横浜市立大学整形外科専門研修の方法 

① 臨床現場における学習 

研修にあたっては１ヶ月の研修を 1 単位とする単位制をとり、全カリキュラ

ムを 10の研修領域に分割し、基幹施設および連携施設をローテーションするこ

とで、それぞれの領域で定められた修得単位数以上を修得し、3 年 9 カ月で 45

単位を修得する修練プロセスで研修します。 

術者として経験すべき症例については、整形外科専門研修カリキュラムに示

した（Ａ：それぞれについて最低５例以上経験すべき疾患、Ｂ：それぞれについ

て最低１例以上経験すべき疾患）疾患の中のものとします。術前術後カンファレ

ンスにおいて手術報告をすることで、手技および手術の方法や注意点を深く理

解し、整形外科的専門技能の習得を行います。指導医は上記の事柄について、責

任を持って指導します。 

 

② 臨床現場外での学習 

日本整形外科学会学術集会時に教育研修講演（医療安全、感染管理、医療倫理、

指導・教育、評価法に関する講演を含む）に参加します。また関連学会・研究会

において日本整形外科学会が認定する教育研修会、各種研修セミナーで、国内外

の標準的な治療および先進的・研究的治療を学習します。また、横浜市立大学整

形外科同門談話会が主催するセミナーに参加することにより、多領域にわたる

最新知識の講義を受けることができます。 

 

③ 自己学習 

日本整形外科学会や関連学会が認定する教育講演受講、日本整形外科学会が

作成する e-Learningや Teaching fileなどを活用して、より広く、より深く学

習することができます。日本整形外科学会作成の整形外科卒後研修用 DVD 等を

利用することにより、診断・検査・治療等についての教育を受けることもできま

す。 

 

④ 専門研修中の年度毎の知識・技能・態度の修練プロセス 

整形外科専門医としての臨床能力（コンピテンシー）には、専門的知識・技能

だけでなく、医師としての基本的診療能力（コアコンピテンシー）が重要です。

どの領域から研修を開始してもコアコンピテンシーを身につけさせることを重

視しながら指導し、さらに専攻医評価表を用いてフィードバックをすることに

よってコアコンピテンシーを早期に獲得します。 

１） 具体的な年度毎の達成目標は、資料：専門知識習得の年次毎の到達目標

及び、専門技能習得の年次毎の到達目標を参照して下さい。 

２） 研修で修得すべき分野は、運動器官を形成するすべての疾患を対象と

し、専門分野も解剖学的部位別に加え、腫瘍、リウマチ、スポーツ、リハビリ

等多岐に渡ります。この幅広い研修内容を修練するにあたって、研修方略に従
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って１ヶ月の研修を1単位とする単位制をとり、全カリキュラムを10の研修領

域に分割し、それぞれの領域で定められた修得単位数以上を修得し、3年9カ月

で45単位を修得する修練プロセスで研修します。 

３） 横浜市立大学附属病院および各研修施設の医療倫理・医療安全・院内

感染講習会に参加し、その参加状況を確認します。 

 

５．専門研修の評価について 

①形成的評価 

１）フィードバックの方法とシステム 

 専攻医は、各研修領域終了時および研修施設異動時に日本整形外科学会が作

成したカリキュラム成績表の自己評価欄に行動目標毎の自己評価を行います。

また指導医評価表で指導体制、研修環境に対する評価を行います。 

指導医は、専攻医が行動目標の自己評価を終えた後にカリキュラム成績表の

指導医評価欄に専攻医の行動目標の達成度を評価します。指導医は抄読会や勉

強会、カンファレンスの際に専攻医に対して教育的な建設的フィードバックを

行います。 

 

２）指導医層のフィードバック法の学習 

指導医は、日本整形外科学会が行う指導医講習会等を受講してフィードバッ

ク法を学習し、より良い専門医研修プログラムの作成に努めています。指導医講

習会には、フィードバック法を学習するために「指導医のあり方、研修プログラ

ムの立案（研修目標、研修方略及び研修評価の実施計画の作成）、専攻医、指導

医及び研修プログラムの評価」などが組み込まれています。 

 

②総括的評価 

１）評価項目・基準と時期 

 専門専攻研修 4 年目の 3 月に研修期間中の研修目標達成度評価報告と経験症

例数報告をもとに総合的評価を行い、専門的知識、専門的技能、医師としての倫

理性、社会性などを習得したかどうかを判定します。 

２）評価の責任者 

 年次毎の評価は専門研修基幹施設や専門研修連携施設の専門研修指導医が行

います。専門研修期間全体を通しての評価は、専門研修基幹施設の専門研修プロ

グラム統括責任者が行います。 

 

３）修了判定のプロセス 

 研修基幹施設の整形外科専門研修プログラム管理委員会において、各専門研

修連携施設の指導管理責任者を交えて修了判定を行います。 

修了認定は以下の全てを満たしていることが条件となります。 

i. 修得すべき領域分野に求められる必要単位を全て満たしていること。 
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ii. すべての必修項目について目標を達成していること。 

iii. 臨床医として十分な適性が備わっていること。 

iv. 研修期間中に日本整形外科学会が主催又は認定する教育研修会を受講し、必

要な単位を修得していること。 

v. 1回以上の学会発表、筆頭著者として 1編以上の論文があること。 

 

６．研修プログラムの施設群について 

専門研修基幹施設 

 横浜市立大学整形外科が専門研修基幹施設となります。 

 

専門研修連携施設 

横浜市立大学整形外科研修プログラムの施設群を構成する連携病院は以下の

通りです。専門研修連携施設の認定基準を満たしています。 

 

・ 横浜市立大学附属市民総合医療センター 

・ 国家公務員共済組合連合会 横浜南共済病院 

・ 国家公務員共済組合連合会 平塚共済病院 

・ JA神奈川県厚生連相模原協同病院 

・ 横浜市立市民病院 

・ 小田原市立病院 

・ 藤沢市民病院 

・ 独立行政法人 国立病院機構 横浜医療センター 

・ 国家公務員共済組合連合会 横須賀共済病院 

・ 大和市立病院 

・ 横須賀市立うわまち病院 

・ 茅ヶ崎市立病院 

・ 関東労災病院 

・ 済生会横浜市南部病院 

・ 地方独立行政法人 神奈川県立病院機構 神奈川県立こども医療センター 

・ 独立行政法人 地域医療機能推進機構 横浜保土ヶ谷中央病院 

・ 地方独立行政法人 神奈川県立病院機構 神奈川県立足柄上病院 

・ 公益社団法人 横浜掖済会病院 

・ 横浜市立脳卒中・神経脊椎センター 

・ 横須賀市立市民病院 

・ 国際医療福祉大学 熱海病院 

・ 南東北グループ 医療法人社団三成会 新百合ヶ丘総合病院 

・ 神奈川リハビリテーション病院 

・ 地方独立行政法人 神奈川県立病院機構 神奈川県立がんセンター 

・ 聖路加国際病院 
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・ 公益社団法人地域医療振興協会 練馬光が丘病院 

・ 藤沢湘南台病院 

・ さいわい鶴見病院 

・ 磯子中央病院 

 

専門研修施設群 

 横浜市立大学整形外科と連携施設により専門研修施設群を構成します。 

 

専門研修施設群の地理的範囲 

横浜市立大学整形外科研修プログラムの専門研修施設は横浜市内を中心に神

奈川県全域にあります。聖路加国際病院と練馬光が丘病院が東京都に、国際医療

福祉大学熱海病院が静岡県にあります。施設群の中には、地域医療研修病院が多

数含まれています。 

 

７．専攻医受け入れ人数 

 横浜市立大学医学部附属病院整形外科と専門研修連携施設全体の指導医数は

70名以上、年間新患数 52,000名以上、年間手術件数およそ 24000件以上と十分

な指導医数・症例数を有します。十分な指導を提供するために 1年間で 20名を

受け入れ人数とします。 

 

８．地域医療・地域連携への対応 

 地域医療研修病院における外来診療および二次救急医療に従事し、主に一般

整形外科外傷の診断、治療、手術に関する研修を行います。また、周囲医療機関

との病診連携を経験し習得します。静岡県にある国際医療福祉大学 熱海病院と

は長年にわたって人事交流があります。本プログラムとは別の地域における整

形外科診療や病病連携、病診連携を経験することを目的に、他県での研修を行い

ます。研修関連施設の指導医は、研修プログラム管理委員会に参加するとともに、

自らが指導した専攻医の評価報告を行います。同時に、専攻医から研修プログラ

ム管理委員会に提出された指導医評価表に基づいたフィードバックを受けるこ

とになります。 

 

９．サブスペシャリティ領域との連続性について 

 横浜市立大学整形外科研修プログラムでは各指導医が脊椎・脊髄外科、関節外

科、スポーツ整形外科、外傷、手の外科、関節リウマチ等のサブスペシャリティ

を有しています。専攻医が興味を有し将来指向する各サブスペシャリティ領域

については、指導医のサポートのもと、より深い研修を受けることができます。

専攻医によるサブスペシャリティ領域の症例経験や学会参加は強く推奨されま

す。 
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１０．整形外科研修の休止・中断、プログラム移動、プログラム外研修の条件 

  傷病、妊娠、出産、育児、その他やむを得ない理由がある場合の休止期間は合

計 6 ヶ月間以内とします。限度を超えたときは、原則として少なくとも不足期

間分を追加履修することになります。疾病の場合は診断書、妊娠・出産の場合は

それを証明するものの添付が必要です。留学、診療実績のない大学院の期間は

研修期間に組み入れることはできません。また研修の休止期間が 6 ヶ月を超え

た場合には、専門医取得のための専門医試験受験が 1 年間遅れる場合もありま

す。専門研修プログラムの移動に際しては、移動前・後のプログラム統括責任者

及び整形外科領域の研修委員会の同意が必要です。 

 

１１．専門研修プログラムを支える体制 

① 専門研修プログラムの管理運営体制 

 基幹施設である横浜市立大学附属病院においては、指導管理責任者（プログラ

ム統括責任者を兼務）および指導医の協力により、また専門研修連携施設におい

ては指導管理責任者および指導医の協力により専攻医の評価体制を整備します。

専門研修プログラムの管理には日本整形外科学会が作成した指導医評価表や専

攻医評価表などを用いた双方向の評価システムにより、互いにフィードバック

することから研修プログラムの改善を行います。 

 上記目的達成のために専門研修基幹施設に専門研修プログラムと専攻医を統

括的に管理する整形外科専門研修プログラム管理委員会を置き、年に 1 回開催

します。 

 

② 労働環境、労働安全、勤務条件 

労働環境、労働安全、勤務条件等は各専門研修基幹施設や専門研修連携施設の

病院規定によります。 

１）研修施設の責任者は専攻医のために適切な労働環境の整備に努めます。 

２）研修施設の責任者は専攻医の心身の健康維持に配慮します。 

３）過剰な時間外勤務を命じないようにします。 

専攻医の勤務時間、休日、当直、給与などの勤務条件については、労働基準法

を遵守し、各施設の労使協定に従います。 

 

 

１２．専門研修実績記録システムについて 

① 研修実績および評価を記録し、蓄積するシステム 

原則として日本整形外科学会が作成した整形外科専門医管理システムを用

いて、整形外科専門研修カリキュラムの自己評価と指導医評価及び症例登録を

行います。 

 

② 人間性などの評価の方法 
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指導医は医師としての適性を併せて指導し、整形外科専門医管理システムに

ある専攻医評価表を用いて入院患者・家族とのコミュニケーション、医療職ス

タッフとのコミュニケーション、全般的倫理観、責任感を評価します。 

 

③  プログラム運用マニュアルの整備 

 日本整形外科学会が作成した①整形外科専攻医研修マニュアル(日本整形外

科学会ホームページ参照)、②整形外科指導医マニュアル(日本整形外科学会ホ

ームページ参照)、③専攻医取得単位報告書、④専攻医評価表、⑤指導医評価表、

⑥カリキュラム成績表を用います。 

    

１３． 専門研修プログラムの評価と改善 

①  専攻医による指導医および研修プログラムに対する評価 

  日本整形外科学会が作成した指導医評価表を用いて、各ローテーション終

了時（指導医交代時）毎に専攻医による指導医や研修プログラムの評価を行う

ことにより研修プログラムの改善を継続的に行います。 

 

② 専攻医等からの評価のフィードバック 

専攻医は、各ローテーション終了時に指導医や研修プログラムの評価を行い

ます。その評価内容を匿名化した上で、研修プログラム管理委員会に提出しま

す。研修プログラム管理委員会では研修プログラムの改善に生かすようにする

とともに指導医の教育能力の向上を支援します。 

 

③ 研修に対する監査・調査への対応 

研修プログラムに対する日本専門医機構など外部からの監査・調査に対して

研修プログラム統括責任者および研修連携施設の指導管理責任者ならびに専

門研修指導医及び専攻医は真摯に対応します。専門研修プログラム更新の際に

は、評価の結果と改良の方策について日本専門医機構の整形外科研修委員会に

報告します。 

 

１４．専攻医の採用と修了 

① 採用方法  

応募資格 

初期臨床研修修了見込みの者、もしくは修了している者。 

 

採用方法 

基幹施設である横浜市立大学附属病院整形外科に置かれた整形外科専門研修

プログラム管理委員会が、整形外科専門研修プログラムをホームページや印刷

物により毎年公表します。毎年 4 月頃より説明会などを複数回行い、整形外科

専攻医を募集します。 
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翌年度のプログラムへの応募者は、研修プログラム責任者宛に所定の形式の

『横浜市立大学整形外科専門研修プログラム応募申請書』および履歴書を提出

します。申請書は 

(1) 横浜市立大学整形外科の website (URL： http://www.yokohama-

seikei.jp/)よりダウンロード、 

(2) 医局に電話で問い合わせ(045-787-2655)、 

(3) 医局に e-mailで問い合わせ（contact@yokohama-seikei.jp） 

のいずれの方法でも入手可能です。原則として 10月中に書類選考および面接

を行い、採否を決定して本人に通知します。 

    

②  修了要件      

1) 修得すべき領域分野に求められる必要単位を全て満たしていること。 

2) 行動目標のすべての必修項目について目標を達成していること。 

3) 臨床医として十分な適性が備わっていること。 

4) 研修期間中に日本整形外科学会が主催又は認定する教育研修会を受講し、所

定の手続により 30単位を修得していること。 

5) 1回以上の学会発表を行い、また筆頭著者として 1編以上の論文があること。 

 以上 1)- 5)の修了認定基準をもとに、専攻研修 4年目の 3月に、研修基幹施

設の整形外科専門研修プログラム管理委員会において修了判定を行います。 

 

mailto:contact@yokohama-seikei.jp

	１．横浜市立大学整形外科専門研修プログラムについて
	２．横浜市立大学整形外科専門研修の特徴
	３．横浜市立大学整形外科専門研修の目標
	１）専門知識・技能
	２）学問的姿勢
	３）医師としての倫理性、社会性など
	１）経験すべき疾患・病態
	２）経験すべき診察・検査等
	３） 経験すべき手術・処置等
	４）地域医療の経験
	５）学術活動
	４．横浜市立大学整形外科専門研修の方法
	５．専門研修の評価について
	①形成的評価
	１）フィードバックの方法とシステム
	２）指導医層のフィードバック法の学習
	②総括的評価
	１）評価項目・基準と時期
	２）評価の責任者
	３）修了判定のプロセス
	６．研修プログラムの施設群について
	７．専攻医受け入れ人数
	８．地域医療・地域連携への対応
	９．サブスペシャリティ領域との連続性について
	１０．整形外科研修の休止・中断、プログラム移動、プログラム外研修の条件
	１１．専門研修プログラムを支える体制
	１２．専門研修実績記録システムについて
	１３． 専門研修プログラムの評価と改善
	１４．専攻医の採用と修了

